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：当社実績エリア  :  25年度新規手配エリア

◼ 購買実績

➢2018年度よりトライアル使用を開始

➢2023年度後半から本格的な購買体制を構築(星港・欧州を中心に調達)

➢2025年度は新たに中国、韓国、北米でスポット調達

➢2024-25年度では、当社の燃料総購買数量の約1割がバイオ燃料

➢2026年度には、内地(九州・瀬戸内・中京・京浜)でB24 LSFOを調達
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タグボート“魁”に搭載されていた発電機を再利用した

テスト・エンジン(当社H Pより )

◼ 品質面・技術検証①

➢事前分析：

新サプライヤーのバイオ燃料は、事前に当社グループ会社(日本油化工業)のラボ

にてサンプル分析を実施(累計100件以上)

➢バイオディーゼル燃料向け酸化防止剤：

日本油化工業が酸化防止剤「BioxiGuard(バイオキシガード)」を開発

下述のB100トライアル船に本製品を支給。

➢B100長期使用に向けたプロジェクト：(2026年4月～) 

実運航を通じた長期データの取得を通じて、エンジン性能や燃料供給システム

への影響を検証中

自動車専用船でバイオ燃料（B100）の長期トライアル開始 | 日本郵船株式会社

➢陸上テストエンジン：

Feedstockの多様化や、使用可否判断の迅速化を目指し、陸上テストエンジンに

より独自の燃焼試験を実施

B100(UCOME)補油のサンプリングの様子

https://www.nyk.com/news/2026/20260602_1.html
https://www.nyk.com/news/2026/20260602_1.html
https://www.nyk.com/news/2026/20260602_1.html
https://www.nyk.com/news/2026/20260602_1.html
https://www.nyk.com/news/2026/20260602_1.html
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◼ 品質面・技術検証②

➢近海郵船 内航船向けB24 LSFOトライアル : 

2026年6月16日、近海郵船の内航RORO船「なのつ」に博多港にてB24 LSFOを130KL供給。

博多港にてバイオ燃料を用いた実証運航を実施― 内航定期RORO船として博多港初― - 近海郵船株式会社

特に不具合は発生せずにトライアル完了。

➢新Feedstockの利用拡大・検証

UCO以外のFeedstockであるTallowやPOME(Palm Oil Mill Effluent)の補油実績も蓄積。

足元FAME以外のバイオ残渣、HVOやCNSLも情報収集・技術検証中。

左 : TMEサンプル / 右 : POMEMEサンプル

https://www.kyk.co.jp/topics_news/1703/
https://www.kyk.co.jp/topics_news/1703/
https://www.kyk.co.jp/topics_news/1703/
https://www.kyk.co.jp/topics_news/1703/
https://www.kyk.co.jp/topics_news/1703/
https://www.kyk.co.jp/topics_news/1703/
https://www.kyk.co.jp/topics_news/1703/
https://www.kyk.co.jp/topics_news/1703/
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➢ 排出量データ管理： PoS（*1）の発行早期化
サプライヤーからのPoS発行は補油から約2週間～１か月程度を要しており、バイオ燃料使用時のGHG
排出量の早期算定が出来ない
(*1  PoS: Proof of Sustainability.  WtTのGHG排出強度、LCVを証する)

➢ IMO GFI規制の発効延期による世界的需要の伸び悩み。

(日本国内)
➢ 価格競争力：星港での価格と比較して平均+$110/MT程の値差あり (B24) 
➢ 供給体制    : 星港と比較してより前広な手配が必要。在庫なく手配がつかないケースもあり。
➢ バージ ：GHG削減の深度化にはバイオ燃料混合率を上げていく必要があるが、B24対応が最大で

    B30対応バージが事実上ない(*)
＊バージの船舶明細の書換 + 乗組員の「有害物質取扱資格」の保持(=ケミカルタンカー乗船の場合は基本所有)が必要
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Appendix : 代替燃料対応船の隻数 （41隻/912隻）
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Appendix : 認証制度について
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